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日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
初
に
今
年
度
、
長
年
継
続
し
て

い
た
強
歩
大
会
が
熊
の
出
没
の
可
能

性
が
あ
る
為
、
学
校
の
判
断
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
決
断
を

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
指
示
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

こ
の
決
断
に
至
る
ま
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事

の
皆
様
の
ご
意
見
も
参
考
に
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
戦
前
か
ら
コ
ー
ス
を

何
回
か
変
え
て
昨
年
ま
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
数
多
く
の
同
窓
生
が

走
り
保
護
者
や
地
域
の
方
に
支
え
ら

れ
た
行
事
で
す
。
毎
年
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
続
け
て
い
け
た
の
は
、
長

年
の
経
験
を
生
か
し
常
に
安
全
第
一

を
最
優
先
に
考
え
て
来
た
成
果
だ
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
、
２
学
年
理
事
６
名
で
３
台

の
車
で
保
健
の
先
生
、
医
師
と
最
初

か
ら
最
後
ま
で
救
護
警
備
を
行
い
ま

し
た
。
走
っ
て
い
る
生
徒
は
も
ち
ろ

ん
保
護
者
も
夜
通
し
の
警
備
応
援
は

昔
か
ら
の
伝
統
で
、
こ
れ
こ
そ
が
日

川
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
真
髄
だ
と
思

い
ま
す
。
来
年
度
に
向
け
て
、
学
校

側
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
に
協
力
し
再
開
出
来

る
よ
う
に
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
で

す
。
と
て
も
、
体
力
的
精
神
的
に
も

辛
い
事
で
す
が
生
徒
に
は
、
か
け
が

え
の
な
い
経
験
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
８
月
20
、
21
日
に
大
分
県

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大
会
が
開
催
さ
て
ま

し
た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
と
未
来
の
テ
ー

マ
で
、講
演
会
と
少
人
数
に
よ
る
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
私

の
グ
ル
ー
プ
は
、
福
島
県
、
宮
崎
県
、

沖
縄
県
の
５
名
で
行
い
ま
し
た
。
近

年
、
保
護
者
の
多
忙
化
に
よ
り
、
な

か
な
か
活
動
に
参
加
出
来
な
い
と
の

意
見
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
出
来
る
人
が
出
来
る

だ
け
と
い
う
活
動
方
針
で
多
く
の
保

護
者
に
協
力
頂
き
運
営
し
て
い
る
と

の
事
で
し
た
。
高
校
に
な
る
と
広
い

地
域
か
ら
通
学
し
、
小
中
学
校
時
代

に
比
べ
保
護
者
同
士
の
つ
な
が
り
が

薄
く
な
り
が
ち
で
す
。
同
じ
ク
ラ
ス

部
活
の
保
護
者
と
積
極
的
に
交
流
し

て
頂
き
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

作
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。Ｐ
Ｔ

Ａ
は
、
あ
く
ま
で
も
任
意
で
の
加
入

で
は
あ
り
ま
す
が
子
供
の
為
に
と
言

う
昔
か
ら
の
大
原
則
は
不
変
で
あ
り

ま
す
。
日
常
生
活
に
支
障
が
出
な
い

範
囲
で
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

高
校
時
代
の
３
年
間
は
、
生
徒
保

護
者
に
と
っ
て
も
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
１
年
入

学
後
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
強
歩

大
会
な
ど
日
川
高
校
独
特
な
行
事
が

あ
り
ま
す
が
生
徒
を
見
て
い
る
保
護

者
も
同
時
に
成
長
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
進
路
に
よ
っ
て

は
、
卒
業
後
は
家
庭
を
離
れ
て
生
活

を
す
る
生
徒
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

保
護
者
の
皆
様
、
学
校
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
頂
き
子
供
と
の
思
い

出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
悔
い
の
な

い
高
校
生
活
を
親
子
共
々
に
送
っ
て

頂
き
た
い
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
全
国
大
会
に
参
加
す
る

と
、
子
育
て
や
教
育
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
言
葉
に
出
会
い
ま
す
。

今
年
も
二
つ
の
講
演
か
ら
、
多
く
の

示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
お
話
を
さ
れ
た
の
は
、

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
内
川
聖
一
氏
で

す
。「
夢
が
導
く 

諦
め
な
い
気
持
ち
」

と
い
う
演
題
か
ら
、
私
は
当
初
、
厳

し
い
練
習
を
乗
り
越
え
、
努
力
を
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ
が
中
心
の
お
話

な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
の
お
話
は
少
し
違
い

ま
し
た
。

　

内
川
氏
が
伝
え
て
い
た
「
諦
め
な

い
」
と
は
、
同
じ
こ
と
を
ひ
た
す
ら

続
け
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夢

や
目
標
か
ら
逆
算
し
て
、「
そ
の
た
め

に
今
、
何
を
す
べ
き
か
」
を
考
え
る
。

う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
方
法
を
変
え
、

計
画
を
立
て
直
す
。
方
法
は
変
え
て

も
、
夢
そ
の
も
の
は
諦
め
な
い
。
そ

の
姿
勢
こ
そ
が
大
切
な
の
だ
と
い
う

お
話
で
し
た
。

　

中
で
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
お

父
様
と
の
関
係
で
す
。
お
父
様
は
自

分
の
野
球
観
を
押
し
付
け
る
の
で
は

な
く
、
所
属
チ
ー
ム
の
監
督
の
方
針

を
尊
重
し
、
内
川
氏
か
ら
尋
ね
ら
れ

た
時
に
助
言
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

子
ど
も
の
た
め
を
思
え
ば
、
大
人
は

つ
い
先
回
り
し
て
答
え
を
与
え
た
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
歩
引
い
て
、

子
ど
も
自
身
が
考
え
、
選
択
す
る
こ

と
を
待
つ
。
そ
れ
も
大
人
の
大
切
な

役
割
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
、
岡
田
正
彦
教
授
に
よ

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
の
講
演
に
も
、

こ
れ
と
重
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
を
「
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
も
の
か
ら
、「
や
り
た
い

人
が
、
楽
し
み
な
が
ら
つ
な
が
る
」

も
の
へ
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

方
で
す
。
従
来
の
形
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
せ
ず
、「
す
べ
て
の
生
徒
の
た

め
に
、
今
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
何
が
で
き
る

の
か
」
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
お
話
で
し
た
。

　

こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
も

通
じ
ま
す
。「
な
ぜ
や
る
の
か
」「
何

の
た
め
に
や
る
の
か
」
を
自
分
で
考

え
、
納
得
し
て
一
歩
を
踏
み
出
す
。

本
校
が
大
切
に
し
て
き
た
建
学
の
精

神
「
自
主
自
律
」
も
、
ま
さ
に
そ
こ

に
あ
り
ま
す
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
探
究
活
動
を

は
じ
め
、
部
活
動
や
学
校
行
事
な
ど

様
々
な
場
面
で
、
自
ら
課
題
を
見
つ

け
、
仲
間
と
考
え
、
挑
戦
す
る
生
徒

た
ち
の
姿
に
、
そ
の
精
神
が
受
け
継

が
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
主
体
性
を
求
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
大
人
も
、
こ

れ
ま
で
の
方
法
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

学
び
、
考
え
、
時
に
は
方
法
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
、
家
庭
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
は
違
っ
て
も
、
目

指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
自
ら
考
え
、
自
ら
選
択
し
、

一
歩
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
皆
様
と
と
も
に
、
そ
の
成
長
を
支

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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今
後
の
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動

Ｐ
Ｔ
Ａ
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名
誉
会
長　

山
田　

芳
樹
（
校　

長
）

顧　
　

問　

飯
塚　

健
二
（
笛
吹
市
）

会　
　

長　

才
間　

通
雄
（
山
梨
市
）

副
会
長　

小
澤
健
太
郎
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

雨
宮
千
代
子
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

若
尾　
　

亮
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

風
間　

元
規
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

市
川　

哲
也
（
教　

頭
）

監　
　

事　

奥
山　
　

清
（
三
年
次
）

　

〃　
　

鈴
木　

健
之
（
二
年
次
）

　

〃　
　

瀧
本　

治
郎
（
一
年
次
）

事
務
局
長　

市
川　

哲
也
（
教　

頭
）

出
納
員　

山
辺　

秀
子
（
事
務
長
）

三
年
次

部　
　

長　

小
澤
健
太
郎
（
甲
州
市
）

副
部
長　

森
永　
　

潤
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

北
野　

雅
敏
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

雨
宮
千
代
子
（
山
梨
市
）

監　
　

事　

奥
山　
　

清
（
笛
吹
市
）

理　
　

事　

窪
田　

美
幸
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

依
田　

純
子
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

古
屋　

伴
仁
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

堀
内　

美
玲
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

若
月　

健
太
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

西
海　

達
彦
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

荻
原　

尚
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

五
味　

克
志
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

赤
坂　

勝
彦
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

秋
山　

美
玲
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

小
田
切
利
次
（
甲
府
市
）

　

〃　
　

木
川　

力
保
（
甲
府
市
）

年
次
主
任　

山
中　

秀
樹

二
年
次

部　
　

長　

若
尾　
　

亮
（
甲
州
市
）

副
部
長　

小
澤　

賢
太
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

丸
山　

真
吾
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

田
邉　

清
子
（
甲
州
市
）

監　
　

事　

鈴
木　

健
之
（
笛
吹
市
）

理　
　

事　

松
野
真
由
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

久
保　

美
海
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

宮
原　

久
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

武
藤
真
由
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

古
屋　

隆
仁
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

文
珠
川
兼
文
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

和
泉　

菜
摘
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

中
込　

純
一
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

内
藤　

和
美
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

深
草　

文
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

大
西　

千
晶
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

服
部　

敏
寛
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

小
林　

圭
太
（
甲
斐
市
）

　

〃　
　

広
瀬　

孝
年
（
笛
吹
市
）

年
次
主
任　

平
塚　

亮
介

一
年
次

部　
　

長　

風
間　

元
規
（
甲
州
市
）

副
部
長　

河
野　

順
一
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

角
田
は
る
香
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

古
屋　

正
人
（
笛
吹
市
）

監　
　

事　

瀧
本　

治
郎
（
山
梨
市
）

理　
　

事　

角
田　

恭
子
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

河
野
美
沙
絵
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

小
倉　

孝
三
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

勝
俣　

一
洋
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

井
上　

昭
夫
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

武
川　

淑
人
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

末
木　

一
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

永
田
友
貴
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

平
山　

直
樹
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

福
鹿　

千
晴
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

入
倉　

裕
司
（
富
士
吉
田
市
）

　

〃　
　

武
川　

妙
子
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

落
合　

美
樹
（
甲
府
市
）

　

〃　
　

前
田　

武
史
（
甲
府
市
）

年
次
主
任　

今
村　

幸
永

令
和
八
年
度　

Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事

入
学
式
・
一
年
次
部
会
・
理
事
会

　
　

四
月
八
日

　

午
前
九
時
か
ら
入
学
式
を
実
施
。

一
年
次
部
会
で
新
理
事
を
選
出
。
そ

の
後
一
年
次
理
事
会
で
部
長
・
副
部

長
・
監
事
を
互
選
。
令
和
七
年
度
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

会
計
監
査
・
役
員
会
・
各
年
次
理
事
会
・

第
一
回
理
事
会

　

四
月
十
五
日

　

零
時
半
か
ら
会
計
監
査
、
二
時
半

か
ら
役
員
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後

三
時
よ
り
各
学
年
の
理
事
会
、
四
時

よ
り
全
体
理
事
会
が
行
わ
れ
た
。
総

会
運
営
に
先
立
ち
議
事
内
容
を
検
討

し
た
。

各
年
次
部
会
・
Ｈ
Ｒ
保
護
者
会
・
総

会
　

四
月
二
十
四
日

  
各
年
次
で
部
会
を
開
催
し
た
後
、

体
育
館
に
て
総
会
を
開
催
。
才
間
会

長
以
下
の
本
年
度
役
員
を
承
認
。
飯

塚
会
長
以
下
の
退
任
役
員
に
感
謝
状

を
贈
呈
。
そ
の
後
Ｈ
Ｒ
ご
と
に
保
護

者
会
が
行
わ
れ
た
。

関
東
高
Ｐ
連
大
会

　

七
月
三
日
に
群
馬
県
で
開
催
さ
れ

た
。
本
校
か
ら
は
若
尾
二
年
次
部
長

に
参
加
い
た
だ
い
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

七
月
十
四
日
〜
十
七
日
の
三
者
懇

談
期
間
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。
各

家
庭
で
有
休
品
に
な
っ
て
い
る
缶
詰

め
や
レ
ト
ル
ト
商
品
な
ど
の
食
品
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
集
ま
っ
た

食
品
は
計
百
十
八
㎏
、
二
十
二
日
に

会
長
、
副
会
長
、
厚
生
委
員
会
の
生

徒
と
仕
分
け
作
業
を
行
い
、
二
十
三

日
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
に
寄
付
し

た
。

全
国
高
Ｐ
連
大
会

　

八
月
二
十
日
〜
二
十
一
日
に
大
分

県
で
開
催
さ
れ
た
。
本
校
か
ら
は
才

間
会
長
、
山
田
校
長
が
参
加
し
た
。

第
二
回
理
事
会

　

九
月
四
日

　

午
後
六
時
よ
り
理
事
会
。
来
年
度

強
歩
大
会
に
向
け
て
等
を
検
討
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

　

十
月
二
十
九
日

Eustress

（
ユ
ー
ス
ト
レ
ス
）
株
式

会
社 

代
表 

一
瀬
英
史
先
生
よ
り
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。

第
三
回
理
事
会

　

十
月
二
十
九
日

　

研
修
会
の
後
、
定
例
の
理
事
会
を

開
催
予
定
。
上
半
期
会
務
報
告
、
次

回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
な
ど

の
審
議
や
報
告
を
行
っ
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て総

務
係　

　

山
梨
県
内
の
児
童
生
徒
の
貧
困
対

策
の
一
環
と
し
て
、
山
梨
県
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
山
梨
の
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
子
ど

も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
協
力
し

て
い
ま
す
。

　

本
校
で
も
、
平
成
28
年
度
か
ら
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
ま
し
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭
で
有

休
品
に
な
っ
て
い
る
食
品
を
集
め
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
へ
寄
付
し
、
そ

れ
を
必
要
と
し
て
い
る
御
家
庭
や
施

設
に
配
布
す
る
取
り
組
み
で
す
。
貧

困
対
策
と
同
時
に
、
食
品
ロ
ス
削
減

に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

今
年
も
７
月
の
三
者
懇
談
の
際
に

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
、集
ま
っ

た
食
品
を
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
様
と
厚

生
委
員
会
の
生
徒
の
協
力
を
得
て
、

食
品
の
仕
分
け
・
箱
詰
め
を
行
い
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
に
寄
付
致
し
ま

し
た
。
御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
２
回
目
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
を
、
12
月
17
日
か
ら
始
ま
る
三
者

懇
談
に
併
せ
て
実
施
致
し
ま
す
。Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
の
皆
様
の
御
理
解
、
御
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
日
誌


